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緒

北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

一
、
対
西
夏
辺
境
戦
争
と
中
央
財
政
の
困
難
化

戸

幸

九

北
宋
の
首
都
開
封
府
へ
の
東
南
地
方
財
源
吸
収
策
の
一
環
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
官
売
法
下
末
塩
紗
（
以
下
末
塩
紗
）
の
制

度
に
つ
い
て
は
、
既
に
幾
つ
か
の
論
考
に
よ
っ
て
そ
の
制
度
の
概
観
又
は
要
綱
に
触
れ
て
い
る
し
、
末
塩
紗
制
度
成
立
の
事
情
や
そ
の
中

核
と
な
る
末
塩
紗
の
京
師
現
銭
発
行
法
の
定
着
に
つ
い
て
も
詳
考
を
発
表
し
て
い
る
。
本
考
は
、
こ
の
よ
う
な
創
制
期
の
過
程
を
経
て
制

度
的
安
定
の
基
盤
を
得
た
末
塩
紗
が
、
そ
の
制
度
的
展
開
の
出
端
を
挫
か
れ
る
よ
う
に
、
俄
に
迎
え
た
康
定
・
慶
暦
年
間
の
対
西
夏
辺
境

戦
争
と
そ
れ
に
伴
う
財
政
危
機
に
よ
っ
て
、
混
乱
に
露
さ
れ
た
過
程
を
考
察
し
、
そ
の
混
乱
に
よ
っ
て
末
塩
紗
制
度
の
母
胎
で
あ
る
東
南

官
売
塩
法
体
制
も
重
大
な
動
揺
を
受
け
た
こ
と
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
末
塩
紗
制
度
の
創
制
と
そ
の
混
乱
・
収
拾
の
経

過
の
梢
細
密
な
考
察
は
、
束
南
官
売
塩
法
体
制
・
末
塩
紗
制
度
の
要
綱
や
制
度
的
展
開
の
考
察
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な
く
、
解
州
顆
塩
制

度
や
茶
法
・
便
銭
制
度
な
ど
の
考
察
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
形
制
度
の
広
域
商
業
機
動
力
に
依
存
す
る
宋
代
財
政
制
度
の
重
要

局
面
を
理
解
す
る
に
役
立
ち
、
併
せ
て
手
形
行
使
に
集
約
さ
れ
る
形
で
の
南
北
広
域
流
通
商
業
の
量
的
側
面
の
考
察
に
も
甚
だ
役
立
つ
も

の
が
あ
る
。

北
宋
時
代
の
北
方
辺
境
戦
争
に
起
因
す
る
国
家
財
政
の
窮
乏
と
そ
れ
に
伴
う
政
府
発
行
手
形
諸
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
解
塩
紗
や

徹

北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
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'、 茶
紗
や
禁
京
通
商
法
期
の
通
商
法
下
末
塩
紗
な
ど
に
関
す
る
若
干
の
論
考
や
知
識
が
あ
る
が
、
官
売
法
下
末
塩
紗
に
つ
い
て
は
そ
の
既
成

知
識
も
乏
し
い
の
で
、
解
塩
紗
・
茶
紗
の
混
乱
と
並
行
し
て
末
塩
紗
の
制
度
的
混
乱
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

康
定
・
慶
暦
年
間
を
主
と
す
る
対
西
夏
戦
に
伴
う
中
央
財
政
困
難
化
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
続
資
治
通
鑑
長
編
（
以
下
長
編
）
巻
二
百

九
治
平
四
年
閏
三
月
丙
午
の
条
に
次
の
よ
う
に
あ
る
の
が
印
象
深
い
。

翰
林
学
士
承
旨
張
方
平
、
又
奏
疏
論
国
計
曰
、
…
（
中
略
）
…
。
宝
元
康
定
中
、
夏
寇
阻
命
、
西
師
在
野
。
既
衆
軍
馬
、
即
須
入
中

糧
草
。
在
京
支
還
交
紗
銀
銭
物
吊
、
一
歳
約
支
一
千
萬
貫
以
上
。
三
司
無
以
計
置
、
即
須
内
努
供
給
。
慶
暦
二
年
三
年
連
年
支
撥
内

庫
銀
紬
絹
、
只
此
両
次
六
百
萬
匹
両
。
三
司
以
補
不
足
、
尋
即
支
泰
゜

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
西
夏
と
の
交
戦
の
た
め
に
集
結
さ
れ
た
軍
隊
の
糧
草
調
達
費
を
映
西
地
方
財
政
の
み
で
賄
う
こ
と
は
出
来
な
い
の

で
、
商
人
の
糧
草
入
中
の
代
価
支
払
は
京
師
開
封
府
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
映
西
軍
事
費
の
相
営
部
分
を
中
央
財
政
が
負
担
す
る
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
糧
草
交
紗
の
支
払
に
充
て
ら
れ
る
銀
・
銭
・
物
吊
は
一
年
間
平
均
一
千
万
貫
以
上
の
額
に
も
達
し
て
い
た
と
い
う
。
こ

れ
に
加
え
て
、
交
戦
の
続
い
た
数
年
間
の
継
続
支
払
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
中
央
財
政
官
庁
た
る
三
司
は
全
く
支
払
に
窮
し
、
止
む
を

得
ず
天
子
直
轄
の
内
蔵
庫
に
緊
急
融
資
を
願
い
出
て
、
慶
暦
ニ
・
三
年
の
二
年
間
だ
け
で
も
六
百
万
匹
両
の
融
通
を
受
け
た
が
、
そ
れ
も

直
ち
に
支
払
し
尽
す
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
映
西
地
方
に
於
け
る
対
西
夏
戦
が
最
高
潮
に
達
し
て
い
た
慶
暦
初
年
軍
事
費
の
中
央
財
政

負
担
分
が
、
年
平
均
一
千
万
貫
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
は
、
契
丹
に
対
す
る
河
北
地
方
辺
境
替
備
費
の
中
央
財
政
負
担
分
が
こ
の
頃
年
間

三
百
万
貫
程
度
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
れ
ば
、
交
戦
中
の
軍
事
費
の
異
常
な
膨
脹
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
年
間
一
千
万
貫
の
軍
事
補
給
費

が
誇
張
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
西
夏
と
の
和
平
が
成
立
し
た
慶
暦
四
年
か
ら
五
年
を
経
た
皇
祐
元
年
の
軍
事
補
給
費
が
、
終
戦
処
理
や

辺
境
警
備
の
た
め
と
は
い
え
、
年
間
五
百
万
貫
を
超
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
長
編
巻
一
百
六
十
七
皇
祐
元
年
十
月
壬
戌
の
条

遣
戸
部
副
使
工
部
員
外
郎
包
極
、
典
映
西
転
運
司
議
塩
法
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
極
還
自
快
西
又
言
、
今
天
下
財
用
所
以
窟
乏
、

北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

九
四
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ら
な
い
。

九
五

蓋
自
西
事
以
来
、
三
路
並
仰
給
三
司
、
逐
路
歳
入
糧
草
支
権
貨
務
見
銭
銀
絹
香
茶
等
、
約
数
千
萬
貫
。
是
所
入
有
限
而
出
無
限
。
安

得
不
窓
乏
也
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
但
令
三
路
各
自
足
用
、
則
努
凜
何
患
不
実
哉
。
只
如
快
西
、
自
有
解
塩
之
利
。
若
盛
以
付
典
‘

令
置
糧
草
‘
―
二
年
後
、
可
全
減
権
貨
務
毎
歳
見
銭
銀
絹
等
五
七
百
萬
貫
゜

と
あ
る
の
の
「
権
貨
務
毎
歳
見
銭
銀
絹
等
五
七
百
萬
貫
」
と
あ
る
記
事
が
そ
の
証
拠
で
あ
る
。
交
戦
中
の
軍
事
補
給
費
の
巨
額
さ
が
知
ら

れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
対
西
夏
戦
に
伴
う
巨
額
の
中
央
財
政
支
出
に
対
し
て
、
中
央
財
政
の
支
柱
で
あ
る
京
師
権
貨
務
の
常
年
の
財
政
収
入
額
は

五
百
萬
貫
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。
宋
史
一
八
四
食
貨
志
下
六
茶
下
の
項
に

皇
祐
二
年
、
知
定
州
韓
埼
及
河
北
転
運
司
皆
以
為
言
、
下
三
司
議
。
三
司
奏
、
自
改
法
至
今
、
凡
得
穀
二
百
二
十
八
萬
餘
石
、
綿
五

十
六
萬
餘
囲
。
而
費
繕
銭
一
百
九
十
五
萬
有
奇
、
茶
塩
香
薬
又
為
紺
銭
一
千
二
百
九
十
五
萬
有
奇
。
茶
塩
香
薬
民
用
有
限
、
権
貨
務

歳
課
不
過
五
百
萬
栂
。
今
散
於
民
間
者
既
多
、
所
在
梢
而
不
筈
。

と
あ
っ
て
、
「
権
貨
務
歳
課
不
過
五
百
萬
婚
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
一
例
証
で
あ
る
。
こ
の
権
貨
務
歳
課
五
百
萬
婚
は
、
対
西
夏

戦
が
収
束
さ
れ
て
か
ら
数
年
後
の
皇
祐
二
年
の
記
事
に
見
え
る
額
で
あ
る
か
ら
、
対
西
夏
戦
直
前
の
額
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

け
れ
ど
も
、
権
貨
務
収
入
は
元
来
茶
・
塩
・
香
薬
・
便
銭
等
交
紗
の
発
行
に
よ
る
現
銭
収
入
が
そ
の
主
体
で
あ
り
、
こ
の
五
百
万
婚
は
そ

の
常
年
の
基
礎
収
入
額
と
し
て
引
用
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
対
西
夏
戦
前
の
京
師
権
貨
務
収
入
と
見
て
も
差
支
え
な
い
は
ず

で
あ
る
。

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
例
証
に
よ
っ
て
、
対
西
夏
戦
に
突
入
し
た
康
定
・
慶
暦
年
間
の
京
師
権
貨
務
を
支
柱
と
す
る
中
央
財

政
の
異
常
な
収
支
不
均
衡
の
状
況
が
知
ら
れ
よ
う
。
年
間
支
出
が
収
入
の
二
倍
に
達
す
る
と
は
、
財
政
困
難
も
甚
だ
し
い
と
言
わ
ね
ば
な

北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸
）
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従
之
。

映
西
地
方
に
お
け
る
対
西
夏
戦
の
開
始
に
伴
う
空
前
の
糧
草
交
紗
増
発
に
応
ず
る
京
師
椎
貨
務
支
払
の
激
増
は
、
京
師
権
貨
務
年
間
収

入
五
百
万
貫
を
中
心
と
す
る
中
央
財
政
の
収
支
均
衡
を
忽
ち
失
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
財
政
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
、
中
央
財
政

を
管
掌
す
る
三
司
が
採
っ
た
方
策
に
三
通
り
の
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
一
は
と
り
あ
え
ず
天
子
直
轄
の
内
蔵

庫
よ
り
緊
急
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
二
は
権
貨
務
及
び
三
司
の
管
轄
す
る
財
政
収
入
を
増
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
三
は
権
貨

務
が
発
行
す
る
茶
・
塩
な
ど
の
交
紗
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
の
内
蔵
庫
よ
り
緊
急
融
資
を
受
け
る
他
力

依
存
の
方
策
は
、
先
掲
記
事
に
よ
っ
て
見
た
よ
う
に
、
慶
暦
二
年
・
三
年
に
計
六
百
万
匹
両
の
巨
額
融
資
を
受
け
た
の
が
限
度
の
よ
う
で

あ
る
か
ら
、
三
司
と
し
て
は
他
の
方
策
に
よ
っ
て
財
政
危
機
を
克
服
す
る
外
は
な
い
。
こ
う
し
て
、
そ
れ
と
並
行
し
て
他
の
二
方
策
が
強

力
に
推
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

対
西
夏
戦
に
起
因
す
る
中
央
財
政
危
機
を
克
服
す
る
方
策
と
し
て
の
京
師
椎
貨
務
及
ぴ
三
司
管
轄
財
政
収
入
増
加
策
は
、
西
夏
と
の
交

戦
が
勃
発
し
た
宝
元
二
年
末
の
翌
康
定
元
年
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。
宋
会
要
輯
稿
（
以
下
会
要
）
食
貨
三
六
権
易
康
定
元
年
二
月
二
十

一
日
の
条
に

三
司
言
。
乞
従
京
支
乳
香
、
赴
京
東
等
路
、
委
転
運
司
均
分
於
部
下
州
軍
出
売
。
其
銭
候
及
数
目
、
即
部
押
上
京
、
充
権
貨
務
年
額
。

及
淮
南
江
浙
所
売
末
塩
、
乞
委
逐
路
転
運
司
選
官
計
度
、
於
其
州
楊
州
漣
水
軍
装
載
、
分
往
諸
州
出
売
。
其
売
到
銭
亦
部
押
上
京
。

と
あ
る
記
事
の
前
半
は
、
滞
貨
と
な
っ
て
い
た
「
乳
香
」
を
京
東
路
な
ど
の
地
方
に
て
強
制
割
嘗
販
売
さ
せ
、
そ
の
代
金
を
京
師
ま
で
護

送
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
貨
務
収
入
を
増
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
も
の
で
あ
り
、
又
記
事
の
後
半
は
‘
淮
南
路
・
江
南
路
・

両
浙
路
な
ど
の
東
南
地
方
に
て
は
、
元
来
恒
常
的
な
末
塩
の
官
売
塩
法
体
制
が
運
営
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
臨
時
に
一
定
量

二
、
中
央
財
政
収
入
増
加
策
の
限
界

北
宋
疫
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

九
六

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



北
宋
疫
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

京
師
権
貨
務
収
入
増
加
策
に
つ
な
が
る
専
売
品
価
格
の
一
連
の
引
上
げ
の
他
に
、
こ
れ
ま
で
の
専
売
体
制
を
大
改
変
し
て
ま
で
、
よ
り

げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

九
七

の
末
塩
を
優
先
的
に
強
制
割
営
販
売
さ
せ
、
そ
の
代
金
を
こ
れ
又
京
師
ま
で
護
送
さ
せ
て
、
権
貨
務
収
入
を
増
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
乳
香
や
末
塩
の
臨
時
的
強
制
販
売
に
は
諸
般
の
制
約
が
あ
り
、
財
政
増
収
額
も
多
く
は
な
い
の
で
、
よ

り
巨
額
の
増
収
を
図
る
に
は
更
に
広
範
な
長
期
的
増
収
策
が
必
要
と
な
っ
た
の
は
常
然
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
翌
慶
暦
元
年
か
ら
は
、
専

売
税
収
入
の
長
期
的
増
収
を
目
的
と
す
る
茶
・
塩
・
酒
な
ど
の
専
売
品
価
格
の
値
上
げ
と
商
税
増
徴
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長

以
権
塩
鉄
判
官
侍
御
史
菊
定
基
・
祠
部
貝
外
郎
集
賢
校
理
判
戸
部
勾
院
王
瑣
並
提
挙
計
度
江
南
東
西
荊
湖
南
北
路
塩
酒
公
事
。
瑛
言
、

四
路
民
間
塩
不
足
、
酒
課
歳
不
登
゜
請
典
定
基
倶
往
尋
。
復
命
制
置
発
運
使
楊
告
、
兼
計
度
利
害
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
自
是
塩
酒

課
歳
増
三
十
萬
六
千
餘
婚
。

と
あ
る
の
は
、
三
司
属
官
た
る
塩
鉄
判
官
や
戸
部
勾
院
の
官
員
が
末
塩
や
酒
な
ど
の
専
売
税
増
収
を
図
る
た
め
に
東
南
現
地
に
出
向
き
、

東
南
地
方
財
政
の
綜
合
運
営
を
管
掌
す
る
制
置
発
運
使
と
協
議
し
て
、
専
売
品
価
格
の
値
上
げ
を
実
施
し
、
相
営
の
増
収
を
得
た
こ
と
を

伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
だ
け
で
は
、
専
売
品
価
格
の
値
上
げ
は
東
南
地
方
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
他
の
記

事
を
参
照
す
れ
ば
、
映
西
地
方
や
京
東
地
方
で
も
専
売
品
価
格
の
値
上
げ
が
行
わ
れ
、
商
税
増
徴
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
長
編

巻
一
百
四
十
三
慶
暦
三
年
九
月
癸
巳
の
条
に

諫
官
余
靖
言
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
今
三
辺
有
百
萬
待
哺
之
卒
。
計
天
下
二
税
上
供
之
外
、
能
足
其
食
乎
。
故
茶
塩
酒
税
山
澤
雑

産
之
利
、
盛
帰
於
官
、
尚
猶
日
算
歳
計
、
恐
其
不
足
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
臣
伏
見
、
二
年
以
来
、
映
西
淮
南
江
浙
添
取
塩
酒
価

銭
、
而
民
犯
愈
多
。

と
あ
る
の
は
、
三
司
属
官
が
東
南
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
翌
慶
暦
二
年
か
ら
は
、
映
西
地
方
な
ど
も
含
め
て
略
全
国
的
に
専
売
品
価
格
の
引
上

編
巻
一
百
三
十
三
慶
暦
元
年
九
月
乙
卯
の
条
に
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廻
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
こ
と
は
充
分
察
せ
ら
れ
る
。

と
あ
る
の
は
、
慶
暦
年
を
遡
る
こ
と
四
十
年
の
景
徳
年
間
の
専
売
税
収
入
と
慶
暦
年
間
の
収
入
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
三
数
倍
に
上
る
収
入
増
が
継
べ
て
慶
暦
年
間
増
収
策
の
結
果
で
は
な
い
に
し
て
も
、
慶
暦
年
間
の
そ
れ
が
他
の
年
間
を
大
幅
に
上

多
溺
゜

多
く
の
専
売
税
収
入
を
得
よ
ヽ
？
と
し
た
重
要
な
例
が
あ
る
。
そ
れ
は
都
開
封
府
を
も
含
む
解
塩
東
塩
地
域
の
塩
法
体
制
を
通
商
塩
法
か
ら

官
売
塩
法
へ
大
改
変
さ
せ
た
苑
宗
傑
の
塩
法
で
あ
る
。
長
編
巻
一
百
三
十
五
慶
暦
二
年
正
月
戊
午
の
条
に

自
元
長
反
、
衆
兵
西
部
、
並
辺
入
中
協
粟
者
寡
、
県
官
急
於
兵
食
。
因
聴
入
中
綿
粟
、
予
券
趨
京
師
権
貨
務
受
銭
若
金
銀
、
入
中
他

貨
、
予
券
償
以
池
塩
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
朝
廷
知
其
弊
。
戊
午
。
用
三
司
使
挑
仲
孫
請
、
以
度
支
判
官
刑
部
員
外
郎
秘
閣
校
理

苑
宗
傑
、
為
制
置
解
塩
使
、
往
経
度
之
、
詔
復
京
師
権
法
。
宗
傑
請
、
凡
商
人
以
虚
佑
受
券
及
已
受
塩
未
翠
者
、
皆
計
直
輸
括
官
銭
゜

内
地
州
軍
民
間
塩
、
悉
収
市
入
官
、
為
置
場
増
価
而
出
之
。

と
あ
る
の
は
、
検
討
を
経
た
後
、
解
塩
官
売
塩
法
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
苑
宗
傑
の
解
塩
官
売
塩
法
は
、
僅

か
ニ
・
三
年
後
に
よ
り
有
名
な
苑
祥
の
解
塩
通
商
塩
法
に
よ
っ
て
取
っ
て
替
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
専
売
税
増
収
策
の
一
環
と

し
て
の
役
割
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
き
ら
か
で
あ
る
。

対
西
夏
戦
に
伴
う
中
央
財
政
収
支
の
異
常
な
不
均
衡
を
克
服
解
消
す
る
方
策
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
専
売
税
を
主
と
す
る
収
入
増
加

策
が
施
行
さ
れ
た
結
果
、
慶
暦
年
間
中
頃
か
ら
相
応
の
増
収
効
果
が
挙
が
っ
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
長
編
巻
二
百
九
治
平
四
年
閏

翰
林
学
士
承
旨
張
方
平
、

又
奏
疏
論
国
計
曰
‘
…
…
（
中
略
）
…
…
。
臣
慶
暦
五
年
、
取
諸
路
塩
酒
商
税
歳
課
、
比
景
徳
計
会
録
、
皆

増
及
三
数
倍
以
上
。
景
徳
中
収
商
税
四
百
五
十
餘
萬
貫
、
慶
暦
中
一
千
九
百
七
十
五
萬
餘
貫
。
景
徳
中
収
酒
課
四
百
二
十
八
萬
餘
貫
、

慶
暦
中
収
一
千
七
百
一
十
萬
餘
貫
。
景
徳
中
収
塩
税
課
三
百
三
十
五
萬
餘
貫
、
慶
歴
中
収
七
百
一
十
五
萬
餘
賞
。
但
茶
亦
有
増
而
不

二
月
丙
午
の
条
に

北
宋
塵
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

九
八
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北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
専
売
税
を
主
と
す
る
財
政
増
収
策
が
窮
極
的
に
は
効
果
を
挙
げ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
は

大
い
に
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
増
収
策
に
よ
っ
て
中
央
財
政
の
異
常
な
困
難
が
克
服
解
消
さ
れ
た
の
な
ら
、
た
と
え
相
営
の

財
政
経
済
的
弊
害
が
伴
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
効
果
は
挙
が
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
折
角
の
地
方
財
政
増
収
を
中
央

京
師
に
集
中
さ
せ
る
際
に
、
重
大
な
財
政
経
済
上
の
障
害
が
あ
っ
て
、
増
収
財
物
の
権
貨
務
集
中
が
円
滑
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
間
の
財
政
経
済
事
情
を
梢
詳
述
す
れ
ば
、
全
国
的
な
塩
酒
価
格
の
値
上
げ
な
ど
一
連
の
専
売
税
増
収
策
に
よ
っ
て
、
年
間
数
百

万
貫
の
増
収
を
挙
げ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
京
師
近
辺
地
方
の
若
干
を
除
い
て
、
折
角
の
増
収
の
大
部
分
は
地
方
州
県
官
司
に
広

く
散
在
し
て
い
る
こ
と
に
先
ず
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
地
方
散
在
現
銭
は
、
京
師
権
貨
務
に
集
中
し
て
こ
そ
初
め
て

役
立
ち
、
映
西
辺
境
地
域
軍
糧
納
入
の
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
地
方
散
在
現
銭
を
京
師
に

集
中
活
用
す
る
価
値
輸
送
の
た
め
に
種
々
の
財
政
操
作
が
試
み
ら
れ
た
が
、

九
九

そ
の
ど
れ
に
も
財
政
経
済
的
障
害
が
付
槌
し
て
い
て
、
遂
に

効
果
的
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
ず
第
一
に
銅
銭
そ
の
も
の
を
現
銭
輸
送
す
る
財
政
操
作
で
あ
る
が
、
何
処
で
も
等
価
値

な
銅
銭
に
そ
の
数
割
に
も
達
す
る
運
送
費
を
掛
け
る
の
は
損
失
が
大
き
い
し
、
又
何
よ
り
も
銅
銭
が
大
量
に
搬
出
さ
れ
る
地
域
に
「
銭
荒
」

と
称
さ
れ
る
銅
銭
流
通
量
不
足
の
通
貨
混
乱
を
起
こ
し
、
集
中
さ
れ
る
京
師
地
域
に
は
物
価
高
を
起
こ
す
の
で
、
銅
銭
輸
送
に
は
重
大
な

財
政
経
済
的
障
害
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
先
に
掲
げ
た
記
事
中
に
、
京
東
路
で
乳
香
を
強
制
販
売
し
、
或
い
は
東
南
地

方
で
末
塩
を
臨
時
強
制
販
売
し
て
、
そ
れ
ら
の
代
価
を
京
師
権
貨
務
へ
運
送
さ
せ
た
例
が
見
ら
れ
た
が
、
一
・
ニ
回
の
現
銭
輸
送
な
ら
い

ざ
知
ら
ず
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
代
価
現
銭
の
京
師
へ
の
輸
送
が
毎
年
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
筈
も
な
い
こ
と
は
明
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

次
に
第
二
の
財
政
操
作
と
し
て
、
銅
銭
を
長
距
離
輸
送
に
適
し
た
金
・
銀
・
絹
な
ど
の
所
謂
「
軽
貨
」
に
変
え
て
の
価
値
輸
送
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
軽
貨
は
価
値
高
く
し
て
輸
送
費
は
比
較
的
安
＜
、
銅
銭
輸
送
ほ
ど
の
財
政
経
済
的
障
害
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
夏
と
交

戦
中
の
宝
元
ー
慶
暦
年
間
に
は
、
こ
の
財
政
操
作
が
効
果
的
に
行
わ
れ
た
事
実
は
少
な
い
。
と
い
う
の
は
、
地
方
小
経
済
圏
に
散
在
す

る
州
県
官
司
の
銅
銭
を
軽
貨
に
変
え
る
に
は
大
い
に
商
業
的
投
機
が
か
ら
む
か
ら
、
そ
の
忽
卒
な
実
施
は
地
方
で
の
銅
銭
暴
落
や
京
師
で
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北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸
）

の
金
銀
軽
貨
の
暴
落
現
象
を
生
じ
さ
せ
、
地
方
現
銭
の
軽
貨
に
よ
る
京
師
集
中
は
効
果
的
で
は
な
く
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
計
画
的
恒
常

的
な
「
均
輸
法
」
措
置
が
必
要
な
所
で
あ
る
が
、
俄
な
辺
境
戦
争
に
見
舞
わ
れ
た
慶
暦
年
間
に
は
何
の
準
備
も
無
く
、
交
戦
中
の
数
年
間

は
財
政
操
作
の
試
行
錯
誤
と
混
乱
の
中
に
過
ぎ
た
観
が
あ
る
。
更
に
第
三
の
価
値
輸
送
の
た
め
の
財
政
操
作
と
し
て
「
便
銭
・
便
換
・
便

易
」
の
利
用
が
あ
る
が
、
専
売
税
増
収
策
の
施
行
以
来
俄
に
生
じ
た
地
方
散
在
現
銭
を
支
払
対
象
と
し
て
、
京
師
権
貨
務
が
便
銭
紗
利
用

奨
励
を
行
な
っ
て
も
、
商
人
が
た
だ
ち
に
応
ず
る
わ
け
は
な
く
、
権
貨
務
が
必
要
と
す
る
数
百
万
貫
の
現
銭
納
入
に
よ
る
便
銭
紗
利
用
が

あ
る
筈
も
無
か
っ
た
。

紗
の
「
三
説
法
・
四
説
法
」
の
支
払
の
一
部
に
充
て
る
位
が
応
分
の
所
で
あ
っ
た
。
京
師
と
東
南
地
方
の
間
な
ど
を
往
来
す
る
広
域
流
通

商
人
に
と
っ
て
は
、
地
方
に
散
在
す
る
現
銭
な
ど
は
商
機
に
乏
し
く
、
京
師
に
現
銭
を
納
入
し
て
地
方
で
の
支
払
を
受
け
る
の
な
ら
、
む

し
ろ
茶
・
塩
紗
な
ど
の
よ
う
な
そ
の
行
使
販
売
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
の
方
が
有
利
な
の
は
営
然
で
あ
っ
た
。
北
宋

中
期
に
入
っ
て
便
銭
紗
の
利
用
が
停
滞
し
、
茶
紗
か
ら
末
塩
紗
の
利
用
へ
と
広
域
流
通
手
形
利
用
の
大
勢
が
移
行
し
た
よ
う
で
あ
る
の
は

こ
の
故
で
あ
ろ
う
。

せ
い
ぜ
い
地
方
現
銭
所
在
地
の
商
業
的
便
益
度
に
よ
っ
て
「
緊
便
銭
・
漫
便
銭
」
に
区
分
し
、
河
北
地
方
糧
草
交

こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
対
西
夏
戦
に
起
因
す
る
中
央
財
政
危
機
を
克
服
す
る
方
策
と
し
て
俄
に
始
め
ら
れ
た
地
方
専
売
税
を
主
と
す
る

財
政
増
収
策
は
、
数
年
間
に
わ
た
る
相
営
期
間
の
継
続
的
増
収
策
で
あ
り
、
相
営
な
増
収
の
成
果
を
挙
げ
、
更
に
は
そ
の
増
収
策
の
撤
底

に
よ
っ
て
は
中
央
財
政
の
危
機
を
解
消
し
得
る
余
力
が
あ
り
な
が
ら
、
一
に
は
現
銭
輸
送
の
通
貨
問
題
化
に
よ
っ
て
、
二
に
は
軽
貨
調
達

輸
送
制
度
の
不
備
に
よ
っ
て
、
三
に
は
便
銭
制
度
の
不
充
分
さ
に
よ
っ
て
、
京
師
中
央
財
政
の
危
機
を
克
服
す
る
に
役
立
つ
ま
で
に
は
至

ら
ず
、
折
角
の
地
方
専
売
税
増
収
は
徒
ら
に
民
衆
を
煩
わ
せ
た
だ
け
の
不
効
率
な
収
入
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
観
が
あ
る
。
要
す
る
に
、
北

宋
の
よ
う
な
広
大
な
経
済
圏
を
綜
合
す
る
広
域
流
通
商
業
が
盛
行
し
た
時
代
に
お
い
て
は
、
さ
な
が
ら
国
家
財
政
の
自
給
自
足
的
操
作
の

趣
の
あ
る
現
銭
輸
送
や
軽
貨
代
替
輸
送
な
ど
だ
け
で
は
経
済
活
動
を
主
導
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
中
央
財
政
危
機
を
克
服
解

消
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
方
財
政
増
収
の
不
効
率
な
中
央
輸
送
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
中
央
財
政
収

1
0
0
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宋
艇
暦
年
間
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売
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乱
に
つ
い
て
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幸
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対
西
夏
戦
の
開
始
に
起
因
す
る
中
央
財
政
の
危
機
が
、
地
方
専
売
税
増
収
と
そ
の
京
師
輸
送
の
方
策
に
依
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
克
服

解
消
出
来
な
い
と
す
れ
ば
、
後
は
第
三
の
方
策
と
し
て
、
京
師
権
貨
務
が
管
轄
す
る
解
塩
紗

・
茶
紗
・
末
塩
紗
な
ど
の
交
紗
類
を
飛
躍
的

に
増
発
し
て
中
央
収
入
増
加
を
図
る
こ
と
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
交
紗
類
の
発
行
に
よ
る
財
政
収
入
が
、
権
貨
務
常
年
の
収
入
五
百

万
貰
の
主
体
を
な
し
、
映
西
糧
草
交
紗
の
支
払
に
充
て
ら
れ
る
「
権
貨
務
見
銭
銀
絹
」
や
「
銀
銭
物
吊
」
の
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
留

意
を
要
す
る
。
京
師
に
お
け
る
両
税
・
商
税
・
酒
法
に
よ
る
現
銭
収
入
は
、
普
通
に
は
京
師
行
政
費
に
支
出
さ
れ
て
権
貨
務
の
収
入
と
は

な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
交
紗
類
増
発
に
よ
る
中
央
収
入
増
加
の
方
策
に
も
大
き
な
制
約
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
交
紗
類
発

行
の
事
情
に
つ
い
て
梢
詳
述
す
る
と
、
先
ず
交
紗
類
の
発
行
制
度
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
末
塩
紗
の
発
行
法
に
つ
い
て
は
、
そ
の
創
制
後

程
な
い
天
聖
年
間
に
、
京
師
権
貨
務
に
現
銭
を
納
入
し
て
末
塩
紗
の
発
行
を
受
け
る
と
い
う
京
師
現
銭
発
行
法
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
は

先
述
し
た
が
、
こ
れ
と
並
行
す
る
よ
う
に
解
塩
紗
や
茶
紗
に
も
京
師
現
銭
発
行
法
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
京
師
現
銭
発
行
と
云
っ

て
も
銅
銭
だ
け
に
限
る
わ
け
で
は
な
く
、
銅
銭
に
準
ず
る
貨
幣
機
能
を
有
す
る
金
・
銀
・
絹
も
一
様
に
現
銭
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
、
そ

の
財
政
収
入
は
「
椎
貨
務
見
銭
銀
絹
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
京
師
現
銭
発
行
法
に
お
い
て
は
、
交
紗
類
は
茶
・
塩
販
売

の
商
業
的
需
要
に
応
じ
て
発
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
殊
に
末
塩
紗
の
場
合
に
は
、
東
南
地
方
に
お
け
る
末
塩
販
売
ー
東
南
物
資
の
調
達
・

輸
送
ー
京
師
に
お
け
る
東
南
物
資
販
売
に
よ
る
現
銭
獲
得
な
ど
の
広
域
流
通
商
業
の
需
要
に
応
じ
て
発
行
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
従
っ
て

交
紗
類
の
年
間
発
行
額
は
、
長
期
的
に
は
大
き
な
変
動
は
あ
っ
て
も
、
短
期
的
に
は
変
動
少
な
く
、
商
業
的
需
要
に
応
じ
て
定
額
化
し
て

く
る
。
交
紗
類
発
行
に
よ
る
年
間
収
入
が
「
歳
額
・
祖
額
」
と
し
て
予
算
化
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
定
額
化
が
進
む
と
、
交
紗
の
京

師
現
銭
発
行
法
を
京
師
物
資
発
行
法
に
変
え
て
交
紗
類
発
行
に
刺
激
を
加
え
て
み
て
も
、
収
入
項
目
に
若
干
の
穀
物
類
が
加
わ
る
程
度
で
、

一
、
官
売
法
下
末
塩
紗
の
醜
換
発
行

入
増
加
策
の
限
界
で
あ
ろ
う
。
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交
紗
類
発
行
額
に
は
大
し
た
変
動
も
起
こ
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
末
塩
紗
の
京
師
現
銭
発
行
法
の
定
着
の
過
程
で
見
た
所
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
京
師
発
行
交
紗
類
の
発
行
事
情
で
あ
る
か
ら
、
対
西
夏
戦
の
開
始
に
よ
っ
て
中
央
財
政
が
甚
だ
し
い
困
難
に
陥
っ
た
と
し
て
も
、

俄
に
交
紗
類
の
急
激
な
増
発
や
そ
れ
に
よ
る
中
央
財
政
増
収
か
出
来
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
中
央
財
政
危
機
克
服
の
方
策

と
し
て
の
交
紗
類
増
発
策
に
と
っ
て
、
商
業
的
需
要
の
存
在
は
大
き
な
限
界
で
あ
り
制
約
で
あ
っ
た
。

次
に
、
交
紗
類
の
発
行
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
京
師
権
貨
務
収
入
の
支
出
面
の
事
情
に
つ
い
て
梢
考
察
を
加
え
よ
う
。
「
権
貨
務
歳
課
五
百

万
賞
」
と
称
さ
れ
る
収
入
の
大
部
分
は
、
そ
の
ま
、
辺
境
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
に
充
て
ら
れ
る
の
が
権
貨
務
運
営
の
実
態
で
あ
る
か
ら
‘

交
紗
類
の
発
行
が
京
師
現
銭
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
時
期
に
は
‘
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
も
営
然
京
師
現
銭
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ

五
月
甲
子
、
行
侠
西
河
北
入
中
協
糧
見
銭
法
。

と
あ
る
の
や
、
長
編
巻
一
百
天
聖
元
年
正
月
丁
亥
の
条
の
末
尾
に

商
人
入
挑
粟
塞
下
者
、
随
所
在
実
佑
、
度
地
理
遠
近
、
増
其
直
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
給
券
至
京
師
、

と
が
知
ら
れ
る
。

一
切
以
婚
銭
償
之
。
謂
之

(
6
)
 

と
あ
る
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
映
西
・
河
北
糧
草
交
紗
に
対
す
る
権
貨
務
現
銭
支
払
方
式
の
定
着
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
権
貨
務
現
銭

は
映
西
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
の
み
に
充
て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
そ
の
大
半
は
河
北
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
に
充
て
ら
れ
る
こ

と
に
留
意
を
要
す
る
。
こ
の
よ
う
な
天
聖
・
景
祐
年
間
に
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
糧
草
交
紗
へ
の
現
銭
支
払
方
式
は
、
交
紗
類
の
京
師
現
銭

発
行
法
と
は
対
称
的
に
、
糧
草
交
紗
へ
の
京
師
現
銭
支
払
法
と
称
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
発
行
法
と
支
払
法
と
の
両
者
は
、
権
貨
務
を
軸
と

し
て
対
称
的
に
作
動
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
両
者
が
均
衡
を
保
つ
よ
う
に
運
営
を
す
る
の
が
、
正
に
権
貨
務
の
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
こ

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
京
師
権
貨
務
を
軸
と
す
る
交
紗
類
の
発
行
に
よ
る
現
銭
収
入
と
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
に
よ
る
現
銭
支
出
と
が
、
微

見
銭
法
。

と
と
な
る
。
宋
史
九
本
紀
八
天
聖
元
年
の
条
に

北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

1
0
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宋
艇
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年
間
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官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
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混
乱
に
つ
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て
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妙
な
均
衡
を
保
つ
べ
く
運
営
さ
れ
て
い
る
時
期
に
、
対
西
夏
戦
が
勃
発
し
、
緊
急
支
払
を
要
す
る
映
西
糧
草
交
紗
が
無
慮
年
間
一
千
万
貫

近
く
も
殺
倒
し
て
来
れ
ば
、
如
何
な
る
事
態
が
生
ず
る
か
、
火
を
見
る
よ
り
明
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
一
時
的
に
は
河
北
糧
草
交
紗

へ
の
支
払
を
犠
牲
に
し
て
、
映
西
糧
草
交
紗
の
み
に
支
払
っ
た
と
し
て
も
、
交
紗
類
発
行
に
よ
る
現
銭
収
入
は
年
間
五
百
万
貫
に
過
ぎ
な

い
か
ら
、
す
ぐ
に
椎
貨
務
現
銭
は
尽
き
て
し
ま
う
。
快
西
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
を
停
止
す
れ
ば
、
辺
境
軍
糧
調
達
に
不
測
の
事
態
を
生
ず

る
。
こ
の
中
央
財
政
危
機
に
対
処
す
べ
き
財
政
融
通
・
増
収
の
諸
方
策
に
皆
限
界
や
障
害
や
制
約
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
権
貨
務
を
支
柱

と
す
る
中
央
財
政
を
破
綻
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ど
の
よ
う
な
障
害
が
あ
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
の
措
置
を
構
ず
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
諸
方
策
の
中
で
も
、
障
害
や
制
約
が
最
も
軽
く
て
緊
急
の
融
通
・
増
収
措
置
か
可
能
な
方
向

に
財
政
措
置
が
向
か
う
の
は
営
然
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
中
央
財
政
危
機
の
克
服
策
と
し
て
、
障
害
や
制
約
の
著
し
い
内
蔵
庫
よ
り
の

緊
急
融
資
方
策
や
地
方
増
収
専
売
税
の
中
央
輸
送
方
策
を
可
能
な
限
り
活
用
し
つ
、
も
、
第
三
の
棺
貨
務
発
行
交
紗
類
の
増
発
方
策
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
権
貨
務
の
交
紗
類
京
師
現
銭
発
行
法
に
は
商
業
的
需
要
に
依
存
す
る
と

い
う
制
約
が
あ
っ
て
、
そ
の
発
行
額
は
五
百
万
貫
程
度
に
定
額
化
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
そ
の
商
業
的
需
要
を
待
っ
て
い
た
の
で

は
、
期
待
す
る
交
紗
類
の
増
発
は
出
来
な
い
。
中
央
財
政
危
機
克
服
の
切
札
た
る
交
紗
類
の
増
発
の
為
に
は
、
こ
の
制
約
を
打
破
す
る
緊

急
措
置
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
央
財
政
緊
急
事
態
の
下
で
行
わ
れ
た
財
政
措
置
が
、
権
貨
務
に
て
支
払
不
能
と
な
っ
て
滞
積

し
つ
：
あ
っ
た
映
西
糧
草
交
紗
の
交
紗
類
へ
の
優
遇
付
振
替
に
よ
る
支
払
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
康
定
元
年
の
財
政
措
置
の
結
果
、
映
西
糧

草
交
紗
の
大
半
は
京
師
現
銭
に
よ
っ
て
は
支
払
わ
れ
ず
し
て
交
紗
類
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
、
京
師
現
銭
発
行
の
交
紗
類
の
大
半
は
振
替
発

行
の
交
紗
類
に
よ
っ
て
取
っ
て
替
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
権
貨
務
を
軸
と
す
る
京
師
現
銭
発
行
と
京
師
現
銭
支
払
と
の
均
衡
は
、
全
く

必
要
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
糧
草
交
紗
支
払
に
充
て
る
交
紗
類
の
振
替
発
行
を
「
翻
換
」
と
呼
称
し
、
競
換
の
た
め
に
商
人
や

交
紗
が
椎
貨
務
内
諸
係
を
移
動
す
る
こ
と
を
「
転
廊
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
こ
の
翻
換
発
行
に
よ
っ
て
、
権
貨
務
発
行
の
交
紗
類
は
そ
れ

ま
で
の
商
業
的
需
要
の
制
約
を
破
っ
て
、
巨
額
の
交
紗
類
を
増
発
す
る
こ
と
が
出
来
、
映
西
糧
草
交
紗
に
対
す
る
支
払
困
難
と
い
う
中
央

1
0
三
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財
政
の
危
機
を
も
と
も
か
く
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
宋
史
一
百
八
十
二
食
貨
下
四
塩
中
の
淮
南
塩
の
項
に

康
定
元
年
、
詔
、
商
人
入
蜀
粟
映
西
並
辺
願
受
東
南
塩
者
、
加
数
典
之
。

と
あ
る
の
は
、
映
西
糧
草
交
紗
に
対
し
て
「
加
数
典
之
」
と
い
う
優
遇
を
加
え
て
東
南
末
塩
紗
を
緑
換
発
行
す
る
の
を
認
め
た
こ
と
を
初

慶
暦
二
年
、
又
詔
゜

め
て
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
同
書
同
項
に

入
中
映
西
河
東
者
、
持
券
至
京
師
、
償
以
銭
及
金
吊
、
各
半
之
。
不
願
受
金
吊
者
、
予
茶
塩
香
薬
惟
其
所
欲
゜

而
東
南
塩
利
厚
、
商
旅
皆
願
得
塩
゜

と
あ
る
の
は
、
康
定
元
年
よ
り
の
末
塩
紗
優
遇
競
換
発
行
の
申
明
に
加
え
て
、
河
東
糧
草
交
紗
の
優
遇
織
換
や
茶
紗
な
ど
の
緑
換
発
行
を

認
め
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
記
事
は
簡
単
で
、
「
翻
換
」
の
語
句
は
用
い
て
は
い
な
い
が
、
糧
草
交
紗
に
対
し
て
京
師
現
銭
で
は

支
払
わ
ず
に
、
末
塩
紗
な
ど
の
交
紗
類
の
緑
換
発
行
に
よ
っ
て
支
払
う
こ
と
と
し
た
の
は
明
き
ら
か
で
あ
る
。
「
東
南
塩
」
と
い
う
表
現
に

よ
っ
て
、
さ
も
末
塩
の
現
物
で
支
払
う
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
れ
が
末
塩
紗
で
あ
る
こ
と
は
問
題
な
く
、
「
持
券
至
京
師
、

償
以
銭
及
金
吊
、
各
半
之
。
」
と
あ
る
の
は
、
か
っ
て
の
京
師
現
銭
支
払
の
原
則
を
示
す
に
止
ま
っ
て
い
て
、
そ
ん
な
余
裕
は
無
い
こ
と
も

明
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
権
貨
務
に
お
け
る
糧
草
交
紗
の
交
紗
類
へ
の
振
替
を
「
競
換
」
「
転
廊
」
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
は
、

次
の
よ
う
な
記
事
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
同
書
同

項

の

政

和

年

間

の

条

に

・

議
者
復
謂
‘
客
人
在
京
権
貨
務
買
東
南
末
塩
者
、
其
法
有
二
。
一
曰
見
銭
入
納
、
二
曰
紗
面
転
廊
。
今
既
許
三
路
文
紗
得
以
転
廊
、

若
更
循
旧
制
許
以
見
銭
入
納
、
則
客
旅
之
銭
営
入
於
権
貨
。

と
あ
る
の
の
「
許
三
路
文
紗
得
以
転
廊
」
と
あ
る
転
廊
の
財
政
措
置
を
示
し
た
記
事
や
、
会
要
食
貨
三
六
椎
易
天
聖
七
年
十
二
月
の
条
に

て
三
司
が
引
用
し
た
天
聖
元
年
五
月
勅
に

(
8
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定
奪
所
奏
。
挟
西
沿
辺
州
軍
、
許
客
津
般
根
草
赴
倉
場
入
納
゜
乃
以
逐
月
逐
旬
毎
斗
束
確
的
見
売
価
銭
紐
計
貫
百
、
等
第
加
饒
給
付

交
引
、
到
京
一
文
支
還
一
文
見
銭
゜
如
情
願
便
換
外
慮
州
軍
見
銭
、
或
算
請
茶
貨
香
薬
象
牙
顆
末
塩
白
蓉
交
引
、
亦
取
客
人
穏
便
、

北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

1
0
四
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北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

と
云
え
よ
う
。

1
0
五

於
在
京
椎
貨
務
、
依
入
納
見
銭
算
買
加
饒
則
例
、
緑
換
交
引
文
字
、
往
指
射
去
慮
請
。

と
あ
る
の
の
軍
糧
納
入
か
ら
糧
草
交
紗
の
給
付
を
受
け
そ
れ
を
京
師
権
貨
務
に
て
交
紗
類
に
緑
換
す
る
に
至
る
ま
で
の
具
体
的
手
続
を
示

し
た
記
事
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
上
で
交
紗
類
の
優
遇
織
換
発
行
が
始
め
ら
れ
た
事
情
が
知
ら
れ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
な
財
政
措
置

に
よ
っ
て
、
権
貨
務
を
支
柱
と
す
る
中
央
財
政
は
巨
額
の
映
西
糧
草
交
紗
の
圧
力
に
よ
る
財
政
危
機
を
と
も
か
く
克
服
す
る
こ
と
が
出
来

た
わ
け
で
あ
る
が
、
残
る
問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
交
紗
類
の
需
要
を
無
視
し
た
政
府
の
一
方
的
な
緑
換
措
置
が
商
人
に
受
入
れ
ら
れ
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
軍
糧
を
納
入
す
る
所
謂
北
商
は
糧
草
交
紗
へ
の
交
紗
類
翻
換
支
払
に
よ
っ
て
実
質
的
に
は
支
払

遅
延
の
被
害
を
受
け
、
交
紗
類
の
京
師
現
銭
発
行
を
受
け
る
所
謂
南
商
は
需
要
超
過
末
塩
紗
の
乱
発
に
よ
る
被
害
に
露
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
末
塩
紗
の
場
合
に
は
「
願
受
束
南
塩
者
、
加
数
典
之
。
」
と
い
う
緑
換
優
遇
を
梢
大
幅
に
典

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
北
商
の
抵
抗
を
か
わ
し
、
又
翻
換
発
行
末
塩
紗
を
現
銭
発
行
よ
り
も
安
価
に
入
手
出
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
南
商
の
抵

抗
も
少
く
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
問
題
は
た
だ
需
要
を
超
え
た
交
紗
流
通
の
混
乱
が
残
る
が
、
そ
れ
は
事
後
処
龍
に
任
せ
る

外
は
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
、
交
紗
類
の
緑
換
発
行
に
よ
っ
て
、
中
央
財
政
収
入
は
何
も
増
加
し
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
見
事
に
対
西
夏
戦
の
開
始
に
よ
る
中
央
財
政
危
機
を
解
消
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
正
に
苦
肉
の
財
政
措
置
で
あ
る

さ
て
、
康
定
年
間
に
始
め
ら
れ
た
翻
換
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
、
末
塩
紗
の
流
通
行
使
は
大
き
な
影
響
を
受
け
、
末
塩
紗
制
度
や
東
南
官

売
塩
法
体
制
は
相
営
な
混
乱
に
陥
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
後
節
で
考
察
す
る
と
し
て
、
そ
の
前
に
饒
換
に
つ
い
て
ま
だ
触
れ
て
お
く
べ

き
問
題
が
あ
る
。
そ
の
問
題
と
は
、
交
紗
類
の
京
師
馘
換
発
行
は
康
定
年
間
が
初
め
て
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
既
に
北
宋
の
初
期
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
編
巻
三
〇
端
挟
二
年
十
月
癸
酉
の
条
に

自
河
北
用
兵
、
切
於
餓
鉤
、
始
令
商
人
輸
蜀
糧
塞
下
。
酌
地
之
遠
近
而
優
為
其
直
、
執
文
券
至
京
師
、
償
以
栂
銭
、
或
移
文
江
淮
給

茶
塩
。
謂
之
折
中
。
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こ
と
で
あ
る
。

と
あ
る
の
の
「
移
文
江
淮
給
茶
塩
」
の
措
置
は
、
転
廊
・
総
換
の
文
字
こ
そ
使
っ
て
は
い
な
い
が
、
河
北
糧
草
交
紗
を
茶
塩
な
ど
に
緑
換

す
る
も
の
で
あ
る
に
相
違
な
く
、
又
宋
史
一
八
三
食
貨
下
五
茶
の
項
に

乾
興
以
来
、
西
北
兵
費
不
足
、
募
商
人
入
中
蜀
粟
、
如
碓
熙
法
、
給
券
以
茶
償
之
。
後
又
益
以
東
南
婚
銭
香
薬
犀
歯
。
謂
之
三
説
。

と
あ
る
の
の
「
三
説
法
」
の
措
罹
も
、
糧
草
交
紗
を
京
師
に
て
三
種
の
交
紗
に
分
割
競
換
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
。
こ
れ
ら

の
実
質
的
競
換
の
措
置
は
、
京
師
権
貨
務
に
お
け
る
交
紗
類
の
現
銭
発
行
法
や
糧
草
交
紗
へ
の
現
銭
支
払
法
が
推
進
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

時
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
問
題
は
無
く
、
た
だ
醗
換
措
置
の
古
さ
を
認
識
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
と
な
る
の
は
、
現
銭
発

行
法
と
現
銭
支
払
法
と
の
均
衡
運
営
を
保
つ
財
政
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
天
聖
・
景
祐
年
間
に
も
、
交
紗
類
の
京
師
統
換
発
行
が
見
ら
れ
る

た
と
え
ば
、
会
要
食
貨
三
九
市
耀
糧
草
天
聖
七
年
十
一
月
三
日
の
条
に

(
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三
司
言
。
西
京
管
界
今
年
大
熟
。
欲
許
客
旅
於
彼
慮
入
納
諸
色
料
斜
、
依
市
価
毎
十
貫
添
七
百
文
、
令
取
便
指
射
自
京
東
京
西
及
向

南
州
軍
見
銭
゜
如
願
要
香
茶
及
顆
末
塩
白
攀
等
交
引
、
並
聴
。
従
之
。

と
あ
る
の
は
、
西
京
洛
陽
に
て
臨
時
に
穀
物
を
納
入
さ
せ
た
際
に
、
そ
の
代
価
と
し
て
末
塩
交
引
な
ど
を
充
て
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
末
塩
紗
は
西
京
糧
草
交
紗
の
提
示
に
対
し
て
京
師
権
貨
務
が
翻
換
発
行
す
る
も
の
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
又
会
要
食

貨
三
六
権
易
天
聖
七
年
十
二
月
の
条
に

三
司
言
。
…
（
中
略
）
．
．
．
。
省
司
看
詳
元
勅
‘
蓋
為
映
西
沿
辺
州
軍
、
地
居
山
唸
、
道
路
阻
陰
‘
所
要
狼
草
、
難
以
斡
運
。
是
以
撃

画
、
依
毎
斗
束
確
的
見
売
価
銭
、
許
客
入
便
狼
草
、
給
付
客
人
交
引
、
上
京
請
領
見
銭
゜
如
恐
客
旅
情
願
便
換
外
慮
州
軍
見
銭
、
或

算
請
茶
貨
香
薬
象
牙
顆
末
塩
白
攀
交
引
、
亦
取
客
人
自
便
。

と
あ
る
の
は
‘
挟
西
辺
境
の
糧
草
交
紗
へ
の
支
払
に
末
塩
交
引
を
充
て
る
こ
と
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
末
塩
紗
の
発
行
も
糧
草

交
紗
に
対
す
る
翻
換
発
行
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
加
え
て
、
先
掲
の
「
緑
換
」
の
語
法
を
伝
え

て
い
る
天
聖
元
年
五
月
勅
を
参
照
す
る
と
、
交
紗
類
殊
に
末
塩
紗
の
京
師
現
銭
発
行
法
が
定
着
し
て
い
た
時
期
に
も
、
緊
急
事
態
で
も
な

北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

1
0
六
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い
の
に
、
交
紗
類
の
京
師
緑
換
発
行
法
が
き
め
細
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
天
聖
年
間
に
お
け
る
交
紗
類
の
翻
換

発
行
と
康
定
年
以
降
の
中
央
財
政
危
機
下
に
お
け
る
縁
換
発
行
と
を
比
べ
れ
ば
、
翻
換
に
対
す
る
理
解
が
混
乱
し
て
く
る
感
を
免
れ
な
い
。

権
貨
務
運
営
が
通
常
の
状
況
に
あ
る
天
聖
年
間
に
、
既
に
交
紗
類
の
翻
換
発
行
が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
権
貨
務
を
軸
と
す
る

現
銭
発
行
法
と
現
銭
支
払
法
と
の
均
衡
運
営
は
何
の
為
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
重
大
な
疑
惑
を
生
ず
る
し
、
又
更
に
は
、
天
聖
年

間
に
既
に
緑
換
が
普
通
に
行
わ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
康
定
年
間
以
降
俄
に
織
換
に
よ
っ
て
交
紗
類
の
大
増
発
を
図
っ
て
も
、
大
し
た
成
果

は
挙
が
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
生
じ
て
く
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
疑
問
は
全
く
裳
た
ら
な

い
。
と
い
う
の
は
、
天
聖
年
間
の
翻
換
と
康
定
年
間
以
降
の
翻
換
と
は
、
交
紗
を
緑
換
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
全
く
変
り
は
な
い
が
、
翻

換
優
遇
の
措
置
に
大
き
な
相
異
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
康
定
元
年
の
翻
換
に
は
、
簡
潔
で
は
あ
る
が
「
加
数
典
之
」
の
優
遇
措
置
が
あ
っ

た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
。
天
聖
年
間
の
緑
換
に
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
康
定
元
年
の
翻
換
は
、
こ
の
優
遇
措

置
に
よ
っ
て
、
京
師
現
銭
発
行
末
塩
紗
の
商
業
的
需
要
の
枠
を
破
る
こ
と
が
出
来
た
し
、
天
聖
年
間
の
翻
換
は
、
そ
の
無
い
こ
と
に
よ
っ

て
、
京
師
現
銭
発
行
法
と
併
存
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
重
要
な
総
換
優
遇
の
差
異
を
天
聖
年
間
の
緑
換
に
重
点
を
置
い
て
考

察
し
よ
う
。

京
師
権
貨
務
を
軸
と
す
る
現
銭
発
行
法
と
現
銭
支
払
法
と
が
均
衡
を
保
つ
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
た
天
聖
・
景
祐
年
間
に
お
い
て
は
、

末
塩
紗
を
主
と
す
る
交
紗
類
の
翻
換
発
行
は
、
現
銭
発
行
と
全
く
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
、
同
じ
翻
換
で
あ
り
な
が
ら
、
天
聖
・

景
祐
年
間
の
縁
換
は
激
増
せ
ず
、
康
定
年
間
以
降
の
翻
換
は
激
増
し
た
基
本
的
理
由
で
あ
る
。
既
に
掲
げ
た
記
事
で
あ
る
が
、
会
要
食
貨

三
六
権
易
天
聖
七
年
十
二
月
の
条
に
て
三
司
が
引
用
し
た
天
聖
元
年
五
月
勅
に

定
奪
所
奏
。
映
西
沿
辺
州
軍
、
許
客
津
般
根
草
赴
倉
場
入
納
。
乃
以
逐
月
逐
旬
毎
斗
束
確
的
見
売
価
銭
紐
計
貫
百
、
等
第
加
饒
給
付

交
引
、
到
京
一
文
支
還
一
文
見
銭
゜
如
情
願
便
換
外
慮
州
軍
見
銭
、
或
算
請
茶
貨
香
薬
象
牙
顆
末
塩
白
攀
交
引
、
亦
取
客
人
穏
便
、

於
在
京
権
貨
務
、
依
入
納
見
銭
算
買
加
饒
則
例
、
翻
換
交
引
文
字
、
往
指
射
去
慮
請
。

北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
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と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
天
聖
年
間
の
交
紗
類
の
観
換
は
「
入
納
見
銭
算
買
加
饒
則
例
」
に
よ
っ
て
、
交
紗
類
の
京
師
現
銭
発
行
と
全
く
同

等
に
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
糧
草
交
紗
の
額
面
に
記
載
さ
れ
た
銭
額
は
、
交
紗
類
の
京
師
現
銭
発
行
を

求
め
る
現
銭
納
入
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
、
そ
の
銭
額
に
現
銭
納
入
の
際
の
加
饒
則
例
を
適
用
さ
れ
、
割
増
と
な
っ
た
銭
額
に
よ
っ
て
交
紗

類
の
翻
換
発
行
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
際
に
は
、
映
西
納
入
時
に
お
け
る
穀
物
価
格
の
優
遇
は
直
接
の
関
係
は
無
い
。
梢

細
目
に
わ
た
る
が
、
「
入
納
見
銭
算
買
加
饒
則
例
」
と
称
さ
れ
る
交
紗
類
の
現
銭
発
行
優
遇
の
措
置
は
、
交
紗
の
種
類
に
よ
り
流
通
力
に
よ

り
伝
統
に
よ
っ
て
優
遇
割
合
を
大
幅
に
異
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
茶
紗
な
ど
は
甚
だ
厚
く
末
塩
紗
は
薄
い
。
優
遇
の
薄
い
交
紗
は
行
使
基

盤
や
流
通
力
の
強
い
交
紗
で
あ
り
、
優
遇
の
厚
い
交
紗
は
そ
れ
の
弱
い
交
紗
で
あ
る
。
会
要
食
貨
三
六
権
易
天
聖
八
年
十
一
月
の
条
に

三
司
言
。
…
（
中
略
）
…
。
今
秋
豆
粟
価
賤
。
勘
会
馬
料
粟
豆
見
在
数
無
多
。
欲
於
在
京
折
中
倉
、
許
客
入
中
大
豆
三
十
萬
碩
粟
二

十
萬
碩
。
一
依
旧
例
、
除
依
時
佑
価
例
、
毎
斜
上
添
饒
銭
十
文
紐
算
価
銭
。
毎
一
百
貫
為
則
、
内
七
十
貰
算
請
解
州
顆
塩
。
即
依
在

京
入
納
見
銭
体
例
、
毎
七
百
文
支
一
貫
文
引
、
三
十
貫
支
向
南
州
軍
末
塩
、
即
塩
上
更
不
滅
価
、
亦
無
加
榛
。
所
有
上
件
末
塩
三
十

貫
文
、
更
於
権
貨
務
貼
納
見
銭
三
十
貫
文
、
亦
依
本
務
納
見
銭
体
例
、
毎
貫
上
加
榛
銭
八
十
文
、
共
六
十
二
貫
四
百
文
、
給
向
南
末

塩
交
引
。

．．． 

（
中
略
）
．
．．
。
従
之
。

と
あ
る
の
は
、
解
塩
紗
と
末
塩
紗
の
京
師
現
銭
発
行
優
遇
割
合
の
大
き
な
相
異
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
解
塩
紗
は
七
百
分
の
三
百
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
末
塩
紗
の
方
は
千
分
の
八
十
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
に
五
割
に
対
す
る
に
一
割
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
茶
紗
の
京

(10) 

師
現
銭
発
行
優
遇
率
は
八
十
分
の
二
十
乃
至
八
十
六
分
の
十
四
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
二
記
事
の
参
照
に
よ
っ
て
、
既
に
天
聖
年
間
初
年
の

映
西
糧
草
交
紗
は
末
塩
紗
に
緑
換
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
の
際
に
は
糧
草
交
紗
額
面
は
権
貨
務
の
「
入
納
見
銭
算
買
加
饒
則
例
」
や
「
入

納
見
銭
体
例
」
に
よ
っ
て
京
師
現
銭
納
入
と
全
く
同
等
に
換
算
さ
れ
、
末
塩
紗
緑
換
へ
の
優
遇
率
は
千
分
の
八
十
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
臨
時
に
行
わ
れ
る
京
師
穀
物
納
入
に
際
し
て
の
末
塩
紗
の
京
師
物
資
発
行
は
、
京
師
穀
物
納
入
が
映
西
穀
物
納

入
程
の
重
要
性
が
無
い
た
め
、
何
の
競
換
優
遇
措
置
の
適
用
も
無
く
、
「
塩
上
更
不
減
価
、
亦
無
加
接
。
」
の
扱
を
受
け
た
ば
か
り
か
、
更

北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
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混
乱
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い
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北
宋
塵
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

四
、
康
定
・
慶
暦
年
間
の
翻
換
発
行
末
塩
紗
の
乱
発

1
0
九

こ
れ
に

に
等
額
の
現
銭
納
入
「
貼
納
」
に
よ
っ
て
、
始
め
て
末
塩
紗
の
観
換
発
行
が
受
け
ら
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
貼
納
の
現
銭
の
み
に
千
分
の

八
十
の
優
遇
が
つ
く
の
は
嘗
然
で
あ
る
。
以
上
の
天
聖
年
間
に
お
け
る
翻
換
の
考
察
か
ら
、
天
型
・
景
祐
年
間
の
交
紗
類
緑
換
発
行
は
、

あ
く
ま
で
も
京
師
現
銭
発
行
と
同
等
或
い
は
そ
れ
以
下
の
扱
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
競
換
運
用
の
厳
し
さ
に

よ
っ
て
、
天
聖
・
景
祐
年
間
の
交
紗
類
の
競
換
発
行
は
節
度
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
会
要
食
貨
三
六
権
易
天
聖
七
年
十
二
月
の
条
の

末
尾
に
、
「
在
京
権
貨
務
及
解
州
天
聖
六
年
正
月
一
日
至
十
二
月
終
支
過
映
西
沿
辺
州
軍
便
羅
糧
草
見
銭
茶
塩
諸
般
交
引
銭
」
と
し
て
三
司

が
引
用
し
た
数
字
が
載
っ
て
い
る
が
、
そ
の
線
額
二
百
四
十
七
萬
六
千
三
百
二
十
七
貫
二
十
六
文
の
中
、
茶
塩
便
銭
に
緑
換
さ
れ
た
の
は

七
十
四
万
七
千
四
百
六
十
三
貫
四
百
文
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
更
に
末
塩
紗
に
総
換
さ
れ
た
の
は
僅
か
に
九
万
四
千
三
百
八
十
八
貫
七
百
文

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
を
見
れ
ば
、
天
聖
年
間
の
映
西
糧
草
交
紗
に
対
す
る
末
塩
紗
競
換
発
行
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
れ
は
、
緑
換
法
運
用
の
節
度
の
結
果
で
あ
り
、
同
時
に
比
較
に
な
る
ぬ
程
の
京
師
現
銭
発
行
法
重
視
の
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

先
に
、
康
定
・
慶
暦
年
間
の
如
き
翻
換
が
既
に
天
聖
年
間
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
京
師
現
銭
発
行
法
の
如
き
は
形
式
に
堕
し
て
い

る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
問
題
提
起
し
て
い
た
が
、
そ
の
疑
問
も
氷
解
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
競
換
は
す
ぐ
交
紗
類
乱

発
に
つ
な
が
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
緑
換
が
大
問
題
と
な
る
の
は
過
度
優
遇
緑
換
の
場
合
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
織
換
法
の
考
察
か
ら
、
交
紗
類
の
翻
換
に
は
、
天
聖
年
間
よ
り
見
ら
れ
る
映
西
糧
草
交
紗
を
主
と
す
る
競
換
と
康
定
年
間

よ
り
見
ら
れ
る
映
西
糧
草
交
紗
の
翻
換
と
の
二
通
り
の
運
営
が
あ
り
、
前
者
は
京
師
現
銭
発
行
法
と
同
等
に
運
営
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

後
者
は
京
師
現
銭
発
行
法
を
大
幅
に
超
え
る
翻
換
優
遇
に
よ
っ
て
盛
大
に
運
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
慶
暦
二
年

か
ら
は
後
者
と
同
質
の
河
東
糧
草
交
紗
の
翻
換
が
加
わ
り
、
更
に
慶
暦
八
年
か
ら
は
同
質
の
河
北
糧
草
交
紗
の
「
四
説
法
」
下
の
翻
換
が

加
わ
る
わ
け
で
あ
る
。
天
聖
年
間
よ
り
の
醗
換
は
、
京
師
現
銭
発
行
法
だ
け
で
は
及
ば
ぬ
若
干
の
財
政
運
用
不
備
を
補
う
程
度
の
補
助
的
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な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
康
定
元
年
以
降
の
緑
換
は
、
対
西
夏
戦
に
伴
う
京
師
中
央
財
政
危
機
の
克
服
解
消
と
い
う
大
き
な
目
的
を
背
負
っ

て
い
た
。
こ
の
過
大
な
目
的
を
達
成
す
る
に
は
、
た
だ
商
業
的
需
要
に
依
存
し
て
京
師
現
銭
発
行
と
京
師
現
銭
支
出
の
均
衡
を
保
つ
だ
け

で
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
交
紗
類
発
行
の
制
約
を
打
破
し
て
、
大
量
の
交
紗
類
を
織
換
発
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
映
西
糧
草

交
紗
の
繰
換
に
従
前
に
は
見
ら
れ
ぬ
優
遇
措
置
が
典
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
康
定
元
年
よ
り
の
快
西
糧
草
交
紗
に
対
す
る
競
換
優
遇
措
置
の
実
施
の
契
機
は
次
の
よ
う
な
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
居
士

集
巻
三
十
三
尚
書
工
部
郎
中
充
天
章
閣
待
制
許
公
墓
誌
銘
に

緯
元
字
子
春
。
…
…
（
中
略
）
…
…
。
自
元
美
叛
河
西
、
兵
出
久
無
功
而
天
下
労
弊
。
三
司
使
言
公
材
、
以
主
権
貨
。
公
言
、
先
時

買
人
入
粟
塞
下
、
京
師
銭
不
足
以
償
、
則
粟
入
愈
少
而
価
愈
高
。
是
謂
内
外
倶
困
゜
請
高
塞
粟
之
価
、
下
南
塩
以
償
之
、
使
東
南
去

滞
積
而
西
北
之
粟
盈
。
曰
此
軽
重
之
術
也
。
行
之
、
果
便
。

と
あ
る
の
は
、
対
西
夏
戦
に
伴
う
映
西
糧
草
交
紗
の
緊
急
増
発
に
よ
っ
て
京
師
権
貨
務
が
支
払
停
止
の
状
態
と
な
り
、
翻
っ
て
更
に
は
映

西
辺
境
軍
糧
の
納
入
も
停
滞
し
た
異
常
事
態
の
際
に
、
三
司
使
の
推
薦
に
よ
っ
て
監
在
京
権
貨
務
と
な
っ
た
許
元
が
、
「
高
塞
粟
之
価
、
下

南
塩
以
償
之
。
」
と
称
す
る
財
政
措
置
に
よ
っ
て
、
京
師
権
貨
務
財
政
危
機
を
切
抜
け
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
下
南
塩

以
償
之
」
の
抽
象
的
表
現
の
措
罹
が
、
具
体
的
実
際
的
に
は
権
貨
務
織
換
発
行
末
塩
紗
の
相
裳
大
幅
な
優
遇
措
置
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ

と
は
察
せ
ら
れ
る
。
こ
の
営
時
、
知
延
州
と
し
て
映
西
地
方
防
衛
の
重
職
に
あ
っ
た
苑
仲
滝
は
、
こ
の
許
元
の
意
見
も
聞
い
た
よ
う
で
あ

り
、
「
下
南
塩
以
償
之
」
と
類
似
の
措
置
を
強
力
に
上
申
し
て
い
る
。
ザ
氾
文
正
公
政
府
奏
議
巻
下
奏
論
映
西
兵
馬
利
害
の
章
に

今
映
西
百
姓
已
虚
、
三
軍
未
振
。
或
聞
三
説
之
法
可
以
備
辺
、
以
臣
所
見
、
今
権
貨
務
商
客
縦
有
一
百
来
名
。
縦
許
於
陳
西
河
東
路

以
三
説
入
中
、
即
縁
商
客
未
多
、
且
可
少
助
糧
草
而
已
。
若
金
銀
銭
吊
、
則
歳
時
之
内
必
難
充
足
。
臣
所
以
請
放
行
向
南
塩
客
、
使

客
旅
入
納
糧
草
井
金
銀
銭
吊
数
、
更
有
逐
慮
富
実
之
家
不
為
商
旅
者
、
必
須
以
利
勧
之
。
臣
請
、
逐
慮
勧
誘
入
納
上
件
物
色
、

納
及
得
萬
数
、
除
給
典
向
南
末
塩
交
紗
外
、
更
典
恩
澤
。
一
萬
貫
者
典
上
佐
官
、
三
萬
貫
者
京
官
致
仕
゜

北
宋
慶
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸
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北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

と
あ
る
の
は
、
後
に
彼
が
束
南
発
運
判
官
に
推
挙
し
た
許
元
の
説
を
受
け
て
、
権
貨
務
の
支
払
現
銭
が
完
全
に
欠
乏
し
て
映
西
軍
需
品
の

納
入
も
収
縮
停
滞
し
て
い
る
状
況
を
打
開
す
る
に
は
、
滞
積
し
て
い
る
映
西
糧
草
交
紗
へ
の
茶
・
香
薬
紗
な
ど
の
三
説
法
に
よ
る
緑
換
支

払
だ
け
で
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
り
、
「
向
南
塩
客
」
を
放
行
す
る
こ
と
も
可
能
な
末
塩
紗
の
競
換
優
遇
発
行
を
盛
大
に
行
う
ば
か
り
か
、
ほ

と
ん
ど
売
官
に
類
す
る
よ
う
な
多
額
穀
物
納
入
者
へ
の
贈
官
を
も
行
な
う
緊
急
措
置
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
上
奏
し
た
も
の
で
あ
る
。
康

定
元
年
一
月
延
州
金
明
塞
が
攻
陥
さ
れ
た
頃
の
映
西
非
常
事
態
の
緊
張
感
が
見
ら
れ
る
。
許
元
の
監
在
京
権
貨
務
と
し
て
の
在
職
期
間
や

苑
仲
滝
の
奏
議
の
繋
年
は
明
確
で
は
な
い
が
、
こ
の
後
、
許
元
が
三
門
発
運
判
官
を
経
て
、
慶
暦
三
年
五
月
に
は
枢
密
副
使
苑
仲
滝
の
推

(12) 

挙
に
よ
っ
て
江
淮
両
浙
荊
湖
制
置
発
運
判
官
に
抜
擢
さ
れ
、
東
南
地
方
財
政
物
資
の
京
師
集
中
輸
送
に
活
躍
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
彼

が
監
在
京
権
貨
務
に
在
職
し
て
い
た
の
は
、
た
し
か
に
康
定
元
年
の
頃
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
既
に
充
分
説
明
を
加
え
た
重

要
記
事
で
は
あ
る
が
、
宋
史
一
八
二
食
貨
下
四
塩
中
の
淮
南
塩
の
項
に

康
定
元
年
、
詔
。
商
人
入
蜀
粟
映
西
並
辺
願
受
東
南
塩
者
、
加
数
典
之
。

と
あ
っ
て
、
初
め
て
映
西
糧
草
交
紗
に
対
す
る
「
加
数
典
之
」
と
言
わ
れ
る
末
塩
紗
の
統
換
優
遇
発
行
措
置
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
映

西
非
常
事
態
に
伴
う
京
師
権
貨
務
財
政
危
機
下
に
お
け
る
監
在
京
権
貨
務
許
元
の
発
案
が
採
用
さ
れ
、
彼
の
実
施
に
任
さ
れ
た
可
能
性
が

甚
だ
濃
い
。
そ
し
て
更
に
、
許
元
が
そ
の
後
長
く
東
南
発
運
使
と
し
て
財
政
収
入
物
資
を
中
央
に
輸
送
し
、
宋
史
の
列
伝
に
て
「
衆
敏
刻

(13) 

剥
」
と
評
さ
れ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
末
塩
紗
の
翻
換
優
遇
に
よ
る
乱
発
は
そ
の
衆
敏
の
手
始
め
で
あ
っ
た
感
も
深
い
。
欧
陽
修
が
先
掲

の
許
元
の
墓
誌
銘
の
記
事
末
尾
で
「
行
之
、
果
便
。
」
と
記
し
て
い
る
の
も
此
の
間
の
事
情
を
伝
え
て
い
る
。

と
も
か
く
、
康
定
元
年
の
詔
に
よ
っ
て
、
初
め
て
末
塩
紗
の
総
換
優
遇
発
行
は
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
競

換
は
「
加
数
典
之
」
の
優
遇
措
置
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
京
師
現
銭
発
行
法
と
同
等
な
翻
換
と
は
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
非
常
措
置
に
よ
る
優
遇
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
又
そ
れ
ま
で
の
京
師
現
銭
発
行
の

則
例
を
ど
の
程
度
上
廻
っ
て
い
た
の
か
な
ど
の
こ
と
を
伝
え
る
資
料
が
あ
れ
ば
面
白
い
の
で
あ
る
が
、
検
出
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
の
は

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



惜
し
い
。
恐
ら
く
椎
貨
務
則
例
と
し
て
の
優
遇
率
が
あ
り
、
何
度
か
改
変
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
上
奏
類
に
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

残
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
の
よ
う
な
慶
暦
年
間
の
末
塩
紗
流
通
価
格
の
下
落
値
な
ど
か
ら
見
て
、
優
遇

率
は
二
割
程
度
が
限
度
で
あ
っ
た
ろ
う
と
の
推
測
は
つ
く
。
こ
の
よ
う
な
翻
換
優
遇
に
よ
っ
て
、
椎
貨
務
に
滞
積
し
て
い
た
多
額
の
映
西

糧
草
交
紗
は
、
支
払
不
能
の
権
貨
務
現
銭
を
諦
め
て
、
そ
の
請
求
を
末
塩
紗
の
競
換
へ
切
替
え
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
際
に
、
映

西
糧
草
交
紗
を
携
え
て
来
た
北
商
が
織
換
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
末
塩
紗
を
行
使
し
て
、
東
南
地
方
の
末
塩
販
売
も
始
め
た
と
解
す
る
の
は

営
た
ら
な
い
。
北
商
は
そ
の
末
塩
紗
を
優
遇
範
囲
内
割
引
に
よ
っ
て
、
京
師
現
銭
発
行
よ
り
も
安
価
に
南
商
に
売
り
、
得
ら
れ
た
現
銭
を

資
金
と
し
て
再
び
映
西
糧
草
納
入
に
活
動
す
る
の
で
あ
る
。
苑
仲
滝
の
先
掲
奏
議
中
に
「
放
行
向
南
塩
客
」
と
あ
る
が
、
末
塩
紗
へ
の

総
換
優
遇
に
よ
っ
て
、
北
商
と
南
商
と
が
各
々
そ
の
活
動
領
域
を
拡
大
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
南
商
の
資
金
が
権
貨
務
を
経
な
い
で
直
ち

に
北
商
に
渡
り
、
侠
西
糧
草
調
達
納
入
に
利
用
さ
れ
た
と
考
え
た
方
が
良
い
。
京
師
金
融
資
金
も
多
く
こ
の
間
に
流
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
由
す
る
糧
草
交
紗
の
末
塩
紗
へ
の
翻
換
に
よ
っ
て
、
映
西
辺
境
糧
草
の
納
入
は
再
び
活
発
に
な
っ
た
が
、
末
塩
紗

へ
の
縁
換
だ
け
で
は
ま
だ
不
充
分
で
あ
っ
た
の
か
、
慶
暦
二
年
に
は
緑
換
優
遇
は
交
紗
類
の
線
べ
て
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
先
掲
の
宋
史

食
貨
志
同
項
に

慶
暦
二
年
、
又
詔
゜

入
中
映
西
河
東
者
、
持
券
至
京
師
、
償
以
銭
及
金
吊
、
各
半
之
。
不
願
受
金
吊
者
、
予
茶
塩
香
薬
惟
其
所
欲
゜

而
東
南
塩
利
厚
、
商
旅
皆
願
得
塩
゜

と
あ
る
の
は
‘
緊
急
糧
草
納
入
の
必
要
が
河
東
地
方
に
も
生
じ
た
故
も
あ
っ
て
、
糧
草
交
紗
の
翻
換
優
遇
が
茶
な
ど
の
交
紗
類
に
も
拡
大

さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的
甚
盤
と
流
通
力
の
弱
い
茶
紗
な
ど
は
、
京
師
現
銭
発
行
法
下
で
も
末
塩

紗
に
比
べ
て
優
遇
率
が
高
か
っ
た
か
ら
、
茶
紗
へ
の
緑
換
は
有
利
で
は
な
く
、
末
塩
紗
が
主
た
る
緑
換
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
現
象
は
‘

先
掲
の
苑
仲
滝
奏
議
中
に
「
縦
許
於
映
西
河
東
路
以
三
説
入
中
、
且
可
少
助
糧
草
而
已
。
」
と
あ
る
予
想
と
も
良
く
合
致
す
る
所
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
糧
草
交
紗
の
統
換
優
遇
措
置
の
施
行
過
程
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
措
置
を
立
案
推
進
し
た
と
見
ら
れ
る
許
元
の
意
見
の

北
宋
艇
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸
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北
宋
座
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

商
人
入
桃
粟
塞
下
者
、
随
所
在
実
佑
‘
度
地
理
遠
近
、
増
其
直
。
以
銭
一
萬
為
率
、
遠
者
増
至
七
百
、
近
者
三
百
。
給
券
至
京
師
、

一
切
以
婚
銭
償
之
。
謂
之
見
銭
法
。

と
あ
る
の
は
、
河
北
地
方
に
お
け
る
こ
の
措
置
の
例
で
あ
る
。
余
剰
の
少
い
地
域
で
大
量
の
糧
草
を
納
入
さ
せ
る
に
は
、
裳
然
の
措
置
で

あ
る
。
映
西
地
方
の
辺
上
加
挫
に
は
、
も
っ
と
詳
細
な
例
も
あ
る
。
会
要
食
貨
三
六
権
易
天
聖
七
年
十
二
月
の
条
に
引
用
さ
れ
た
天
聖
元

映
西
沿
辺
州
軍
、
道
路
窄
狭
峻
悪
、
即
不
同
河
北
州
軍
水
路
地
平
易
為
般
殻
。
令
別
定
逐
慮
入
便
根
草
添
饒
銭
数
則
例
、
令
本
路
転

運
司
依
此
則
例
招
誘
客
旅
、
津
般
夏
秋
色
井
隔
新
根
草
赴
倉
場
入
納
。
環
州
一
慮
、
毎
十
千
支
十
二
千
六
百
。
慶
州
一
慮
、
毎
十
千

支
十
二
千
二
百
。
延
渭
州
保
安
鎮
戌
軍
四
慮
、
毎
十
千
支
十
二
千
゜
郎
原
儀
州
三
慮
、
毎
十
千
支
十
一
千
五
百
゜
涅
邪
州
二
慮
、
毎

十
千
支
十
一
千
゜

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
‘
快
西
辺
境
地
方
に
位
置
す
る
州
軍
の
辺
上
加
接
の
割
合
は
一
割
か
ら
二
割
六
分
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
河
北
辺
境
地
方
の
三
分
か
ら
七
分
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
格
差
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
例
を
通
観
す
れ
ば
、
大
量
の
物
資
調
達
の
際
の

価
格
優
遇
は
‘
流
通
経
済
に
と
っ
て
の
必
要
不
可
欠
の
措
置
で
あ
り
、
そ
の
価
格
優
遇
が
甚
だ
異
常
な
高
率
に
達
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

財
政
的
弊
害
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
対
西
夏
戦
に
伴
っ
て
更
に
大
量
の
糧
草
の
緊
急
調
達
が
必
要
と
な
る
と
、
よ

り
広
範
な
地
域
か
ら
納
入
を
募
る
た
め
に
、
よ
り
高
率
の
流
通
経
費
を
加
え
た
辺
上
加
挫
の
措
罹
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
先
の
許
元
の

意
見
に
見
ら
れ
る
「
高
塞
粟
之
価
」
の
要
請
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
適
正
な
辺
上
加

年
八
月
勅
に

の
条
の
末
尾
に

中
に
も
「
高
塞
粟
之
価
」
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
納
入
糧
草
価
格
吊
上
げ
の
問
題
で
あ
る
。
元
来
、
映
西
・
河
北
の
辺
境
な
ど
に
お
い

て
は
、
大
量
の
糧
草
納
入
を
促
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
地
域
の
実
際
価
格
に
や
や
内
地
よ
り
の
運
送
費
を
加
え
る
と
い
う
形
の
積
増
し
を

し
、
そ
れ
を
糧
草
納
入
価
格
と
す
る
商
人
勧
誘
の
措
箇
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
辺
上
加
榛
」
と
言
う
。
長
編
巻
一
百
天
聖
元
年
正
月
丁
亥

~ 
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結
八
年
（
慶
暦
）
、
河
北
行
四
説
法
、
塩
居
其
一
。
而
並
辺
協
粟
皆
有
虚
佑
、
騰
踊
至
数
倍
。

と
あ
る
の
は
、
河
北
辺
上
加
榛
が
こ
れ
ま
で
の
七
分
程
度
か
ら
数
倍
の
高
率
に
引
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
で
、
糧
草
納
入
価
格

が
数
倍
に
な
っ
た
と
言
う
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
で
も
辺
上
加
榛
は
糧
草
価
格
の
四
割
程
度
に
達
す
る
か
ら
、
映
西
の
場
合

に
は
二
割
程
度
が
十
割
に
も
達
す
る
甚
だ
し
い
辺
上
加
榛
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
元
来
は
適
正
な
措
置
で
あ
っ
た
辺
上
加
接
が
す

べ
て
虚
佑
と
称
さ
れ
る
異
常
な
価
格
優
遇
と
な
っ
た
。
こ
の
異
常
な
弊
害
に
満
ち
た
辺
境
納
入
糧
草
優
遇
価
額
も
、
継
べ
て
京
師
権
貨
務

に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま
高
率
の
翻
換
優
遇
を
受
け
て
そ
の
大
部
分
が
末
塩
紗
と
な
る
。
映
西
糧
草
交
紗
の
鍮
換
優
遇
に
よ
る
末
塩
紗
の
乱

発
が
、
更
に
加
速
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

東
南
地
方
官
売
塩
法
体
制
下
に
お
い
て
行
使
さ
れ
た
末
塩
紗
は
、
そ
の
発
行
を
京
師
権
貨
務
に
管
掌
さ
れ
、
そ
の
京
師
現
銭
発
行
法
と

対
称
の
機
能
を
果
た
す
辺
境
糧
草
交
紗
の
京
師
現
銭
支
払
法
と
の
均
衡
の
下
に
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
対
西
夏
戦
の
開
始
に
伴
う
大
量
の

糧
草
交
紗
へ
の
支
払
不
能
の
事
態
下
に
お
い
て
、
糧
草
交
紗
の
末
塩
紗
へ
の
振
替
（
翻
換
）
が
採
用
さ
れ
た
結
果
、
商
業
的
需
要
度
を
超

え
た
大
量
の
末
塩
紗
が
発
行
さ
れ
、
順
調
な
展
開
を
逐
げ
て
い
た
末
塩
紗
制
度
に
大
き
な
混
乱
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
は
、
こ

の
よ
う
な
末
塩
紗
の
翻
換
乱
発
に
至
る
財
政
事
情
及
び
翻
換
の
機
構
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

註

(
l
)
拙
稿
「
北
宋
時
代
束
南
塩
の
官
売
法
の
推
移
に
つ
い
て
」
（
東
方
学
第
三
十
四
輯
）
及
び
拙
稿
「
北
宋
時
代
の
東
南
官
売
下
末
塩
紗
に
つ

い
て
」
（
北
九
州
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
第
一
号
）
な
ど
。

の
項
に

語

接
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
高
率
の
糧
草
価
格
優
遇
が
現
出
す
る
。
「
虚
佑
」
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
適
正
な
価
格
優
遇
を
更
に
上
廻
る
優
遇

額
を
漠
然
と
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
財
政
上
大
き
な
弊
害
と
な
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
宋
史
一
八
二
食
貨
下
四
塩
中
淮
南
塩

北
宋
座
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

―
―
四
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北
宋
疫
暦
年
間
の
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
混
乱
に
つ
い
て
（
幸

―
―
五

(
2
)
拙
稿
「
北
宋
の
束
南
地
方
に
於
け
る
官
売
法
下
末
塩
紗
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
青
山
博
士
古
稀
記
念
宋
代
史
論
叢
）

(
3
)
註

(
2
)
に
同
じ

(
4
)
佐
伯
富
「
宋
代
仁
宗
朝
に
お
け
る
茶
法
に
つ
い
て
」
（
岡
山
史
学
第
十
号
）
参
照
。
解
塩
紗
に
つ
い
て
は
解
塩
南
塩
の
考
証
を
要
す
る
。

(
5
)
註

(
2
)
に
同
じ

(
6
)
註

(
4
)
に
同
じ

(
7
)
原
典
に
は
「
入
中
快
東
河
束
者
」
と
あ
る
の
を
訂
正
。

(
8
)
原
典
に
は
「
椎
的
見
売
価
銭
」
と
あ
る
の
を
訂
正
。

(
9
)
原
典
に
脱
字
が
あ
る
の
で
「
添
」
を
挿
入
。

(10)
長
綱
巻
一
百
天
聖
元
年
正
月
丁
亥
の
条
を
参
照
。

(11)
原
典
に
は
「
京
師
銭
不
足
以
償
故
銭
償
愈
不
足
削
粟
入
愈
少
而
価
愈
高
」
と
あ
る
の
で
、
術
字
と
思
わ
れ
る
の
を
除
い
た
。

(12)
長
綱
巻
一
百
四
十
一
慶
暦
三
年
五
月
辛
未
の
条
参
照
。

(13)
宋
史
二
九
九
列
伝
巻
五
八
許
元
伝
参
照
。
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